
教育の不易と流行 

 

 保護者の皆様、お子様のご入学・ご進級おめでとうございます。令和６年度の教育活動がスタートしました。 

「平成」から「令和」に元号が変わり、早６年目となりました。私が教員となった昭和６２年度から令和６年度

の今日まで、教える側の教員としても、その義務教育中学校の『変化』に驚きと戸惑いを感じながら教育に携わ

ってまいりました。その間には予想しなかった大震災や新型インフルエンザ及び新型コロナウイルスによる影響

もありますが、以下、その『変化』について書き出してみます。 

 ○教育課程（教科・時間数等） 

 ・「保健体育」や「技術・家庭科」が男女別習から男女共習に。以前は、男子「技術」女子「家庭」。 

 ・土曜授業の段階的廃止。その分土曜の授業が平日へ組み込まれる。中学校は、ほぼ毎日６時間授業。 

 ・「書写」の時間が週１時間、年間３５時間独立していたのが「国語」の時間内での学習となる。 

 ・「総合的な学習の時間」が新設。「音楽」や「美術」の時間数が減少。・週１時間の「クラブ」の廃止。 

 ・「道徳」が教科化。それまでの「読み物資料」が「教科書」になる。ただし、成績は数値等ではなく記述。 

   ※小学校…１・２年生 「社会」「理科」が統合した「生活科」となる。 

３・４年生 「外国語活動」 ５・６年生 「外国語」の時間が新設。 

 ○学校行事等（含PTAとの共催） 

・校内陸上競技大会・校内水泳大会・校内持久走大会等の廃止。 ・文化祭（学校祭）等の縮小・廃止。 

・夏山の林間学校から冬山のスキー林間学校への移行。※夏山…登山・キャンプファイヤー・飯ごう炊飯等         

・体育祭の土曜日開催は平日開催へ いわゆる男子の「組体操」女子の「民謡・ダンス」も縮小廃止へ 

・校外学習や卒業前旅行（例…ディズニーランド・西武園遊園地等）の廃止 

・バザー、資源回収等の廃止 

 ※運動部活動…県民体育大会の廃止 以前、公式大会は、総合・県民・新人の３つあった。 

最大の変化といえば、何と言っても土曜授業の廃止と教科等の新設による平日の授業時数の増加です。放課後

に教職員の会議や研修の時間を確保するのが困難な状態となりました。生徒の実行委員会や係活動等も同様です。

上記の学校行事の縮小・廃止は授業時間数確保が主な理由です。ただ、時代は移り変わっても、学校教育の目指

すものは、子どもたちの「知育」「徳育」「体育」の三つのバランスのとれた「生きる力」の育成です。本校も今

年度、以下のとおりの目標を掲げ、保護者・地域の皆様・学校が三位一体となった教育活動に取り組みます。 

なお、昨年度、本校もこれまでの学校行事等の見直しを行い、今年度は資源回収の縮小および強歩大会の廃止・

朝練習の原則中止を決定いたしました。なにとぞ、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 学校教育目標  心豊かで たくましい西中生 

 学校経営方針  豊かな学びで、鴻巣市の未来を託すことのできる生徒を育てる 

 校    訓  凡事徹底 実践行動「あいさつ」「返事」「脱いだ靴を揃える」 

 めざす学校像  明るい教育環境で学力向上を目指す学校 

         生 徒…生き生きと学べ、楽しく活動できる学校 

         保護者…子どもの成長が見え、安心して任せられる学校 

         教職員…『使命感・情熱』を具現化できる学校 

         地 域…明るく開かれ、親しみのもてる学校 

 めざす生徒像  自信と誇り（西中プライド）をもち、生きる力を身に付けた生徒 
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